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2030年に向けて、 ”第二の創業”  

• “Local & Global”
• “50:50 in 2030”

”グローバル・スペシャリティファーマ” の創生

経営のキーワードは
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 広範囲の２本鎖DNAウイルスに対する、高い抗ウイルス活性
 他の抗ウイルス剤がもつ 深刻な副作用である 腎毒性及び骨髄抑制がない
 高い抗がん活性をもち、多くのがん種に適応が可能
 血液脳関門（BBB)の高い通過性

ウイルス科 ウイルス 略称 BCV Cidofovir Maribavir Letermovir Ganciclovir Foscarnet Acyclovir

ヘルペスウイルス科

サイトメガロウイルス CMV 0.001 0.4 0.31 0.005 3.8 50-800 >200
エプスタイン・バー ウイルス EBV 0.03 65.6 0.63 >10 0.9 <500 6.2
ヒトヘルペスウイルス6 HHV-6 0.003 2.7 Inactive >10 5.8 16 10
カポジ肉腫関連ヘルペスウイルス HHV-8 0.02 2.6 Inactive ― 8.9 177 >100
単純ヘルペスウイルス1型 HSV-1 0.01 3 Inactive >10 0.7 92-95 3.8
単純ヘルペスウイルス2型 HSV-2 0.02 6.5 Inactive >10 2.5 91-96 4.4
水痘・帯状疱疹ウイルス VZV 0.0004 0.5 Inactive >10 1.3 39.8 3.6

アデノウイルス科 アデノウイルス AdV 0.02 1.3 ― >10 4.5-33 Inactive >100

ポリオーマウイルス科
BKウイルス BKV 0.13 115 ― ― >200 Inactive >200
JCウイルス JCV 0.045 >0.1 ― ― ― Inactive ―

パピローマウイルス科 ヒトパピローマウイルス HPV 17 716 ― ― Inactive ― Inactive

ポックスウイルス科
天然痘ウイルス VARV 0.1 27 ― ― ― ― ―
ワクシニアウイルス VACV 0.8 46 ― ― >392 Inactive >144

【IV BCV の優位性】 ①広域スペクトラム ②高いウィルス活性 ③高い抗がん活性
 

ゲームチェンジャー・ポテンシャル

”複数の疾患領域 をターゲット” に事業化が可能

ブロードのスペクトル 高い抗ウイルス活性 抗ウイルス活性 IC50 (μM)
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ウイルス感染
ポスト

造血幹細胞移
植／SOT

新しい製剤開発

BCV
3 治療分野

血液学／腫瘍
学

移植後
ウイルス
感染症

神経変性疾患

シンバイオ単独の展開/パートナーシップによる展開

新剤型の開発

血液がん
固形がん

脳神経変性
疾患

複数の疾患を対象として、グローバル事業展開
３つの治療領域 に選択と集中
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脳神経変性疾患血液腫瘍・がん領域移植後感染症

ペンシルベニア州立大学

ポリオーマウイルス

NINDS国立神経疾患・脳卒中研究所
EBウイルス:多発性硬化症

タフツ大学
HSV-1: アルツハイマー型認知症

NIAID国立感染症・アレルギー研究所
EBウイルス: リンパ増殖性疾患

カルフォルニア大学サンフランシスコ校

シンガポール国立がんセンター
EBウイルス: リンパ腫

膠芽腫

CRADA CRADA

臨床試験開始に向けて、質の高いデータの蓄積を目指す

シンバイオの研究戦略
世界の知を取り込む、最高峰の研究グループとの共同研究を推進

PML

悪性リ
ンパ腫

GBM MS

PTLD

CRADA

NINDS国立神経疾患・脳卒中研究所
JCウイルス:PML

PML

• 特許出願：８件
• 研究成果 : 17件の学会及び論文発表

AD
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【マルチ治療領域 同時展開 ＋ 事業のグローバル化】  
【 50:50 in 2030】 に向けて、着実にトランスフォーメーション を継続

 移植後のAdV POC 達成

 移植後のCMV 第Ⅱ相試験 実施

 悪性リンパ腫 第1b相試験実施

 NIHとの共同研究により、多発性硬化症
動物モデル試験 POCを目指す

 脳腫瘍 動物モデル POC確立

 タフツ大学との共同研究により３D脳モデルで
アルツハイマー型認知症に対する効果の検証

前 期 （2020年～2024年)

第二の創業

 悪性脳腫瘍
第Ⅰ相試験開始準備

 HSCT後のアデノウイルス感染症
グローバル第Ⅲ相試験開始

 日本市場向け 新規ライセンス導入

 進行性多巣性白質脳症（PML)
NIH主導で第Ⅱ相臨床試験開始

 商業化にむけての準備開始
（単独＋アライアンス）

2030
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生命科学の基礎研究・臨床研究の最高峰の国立研究機関
NIH主導により、NIH Clinical Center において

進行性多巣性白質脳症（PML) を対象として 第Ⅱ相臨床試験 を開始

• NIH臨床センターにおいて、臨床試験を開始（Q1/2026予定）
• プロトコルはFDAの承認取得済
• 対象症例数はPML患者18例

PML 第Ⅱ相臨床試験の概要

NIH Clinical Center • NIH 主導臨床試験を実施 - 最高峰の研究機関による高い信頼性
• PML 分野の第一線研究者・臨床医が試験設計と運営を主導
• NIHキャンパス内の最先端設備で試験を実施→データ品質と標準化
• 高品質のデータは規制当局への説明力、承認プロセスに寄与

最良の臨床検証の機会

NIH主導 臨床試験の意味
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• JCウイルスが原因ウイルス 成人で
は80〜90%が抗体陽性である。 

• 進行が非常に速く発症後数ヶ月～
１年以内に死亡することが多い。

• 様々な原因で免疫力が低下すると、
ウイルスが活性化し脳に侵入、そこ
で増殖して脳組織障害をきたす。

IV BCV

Irene Cortese, MD
Chief of the NINDS Experimental 
Immunotherapeutics Unit at the 
NIH Clinical Center Bethesda

Lukacher, MD, Ph.D
Professor, Dept. of Cell and Biological 
Systems, Professor, Department of 
Pathology & Laboratory Medicine, One 
Health Microbiome Center, Penn State

- 特異的治療はなく、JCウイルスに効く薬はない、命にかかわる脳疾患 -（指定難病25）
PML治療の地図を塗り替える、”ゲームチェンジャー“ になる可能性

mBio :e01049-24. https://doi.org/10.1128/mbio.01049-24

PMLJCV

ペンシルベニア州立大学との共同研究の成果
 ポリオーマウイルスに対する増殖抑制効果を確認

“An anti-viral agent directly targeting the 
causative agent of PML would represent a 
ground-breaking advance that would 
meaningfully change the current 
treatment landscape, both for patients 
with PML as well as those requiring 
treatments that put them at risk for this 
devastating disease.” “ I am hopeful that IV 
BCV may prove capable of fulfilling this 
important unmet need.”

https://doi.org/10.1128/mbio.01049-24
https://doi.org/10.1128/mbio.01049-24
https://doi.org/10.1128/mbio.01049-24
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ポリオーマウイルス (JCV、BKV）に対する IV BCVの治療効果 を実証
米国ペンシルベニア州立大との共同研究成果 mBio. 2024 Aug 14;15(8):e0104924 

ポリオーマウイルス感染
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脳内のウイルス感染細胞数

ポリオ―マウイルス ポリオ―マウイルス

BCV 20 mg/kg 投与

• 脳内のウイルス量
• 脳内のウイルス感染細胞数

脳内のウイルス測定

BCV未投与

BCV投与 BCV投与

脳内のウイルス量
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” BCVの抗ウイルス活性は高く、他剤で問題となる腎毒性
も骨髄抑制も少ないため、優れた選択肢となり得る“

“ブリンシドホビルがもつ アデノウイルス感染症 及び他のウイルス感染症
に対してのユニークなプロファイルと潜在的役割についてこの総説を書いた“

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
の
可
能
性
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Title “Preliminary Results of a Phase 2a Clinical Trial to Evaluate Safety, 
Tolerability and Antiviral Activity of Intravenous Brincidofovir (BCV IV) in 
Immunocompromised Patients with Adenovirus Infection”

Session Name: PEDS-04 - (PEDS) Pediatric Best Abstracts
Session Date: Wednesday, February 21, 2024
Room: Henry B. Gonzalez Convention Center第65回 米国血液学会年次総会

2023年12月9日 米国2024年 Tandem Meeting (2月）

50回 欧州骨髄移植学会 (EBMT、 2024年4月グラスゴー開催）
Oral Presentation

造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症を対象
第Ⅱ相臨床試験で POC を達成 → グローバル第Ⅲ相試験
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造血幹細胞移植後のアデノウイルス感染症
                グローバル第Ⅲ相臨床試験   のデザイン

CDV
(N=60)

IV BCV
(N=120)

治療
（4–12週間*）

安全性
フォローアップ
（計24週間）

フォローアップ
24週までの全生存

ランダム化
（2：1）

安全性のエンドポイント
• 全死因死亡率
• 非再発による死亡率

主要評価項目
• W5D1血中AdV DNA<LLOQ, 

undetected（標準化された定
量PCRで不検出）

*最小治療期間4週間
血中AdV DNA<LLOQ, undetected連続2回

【対象患者】
生後2か月以上の同種造血幹細胞
移植後アデノウイルス感染の患者

【組入れ症例数】
180症例

【地域】
欧州・米国・日本・英国

【試験施設数】
約80施設
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• 2026年Q1にFPI (1症例目登録） → 12月に80施設において、69症例の登録完了を予定
• 2027年Q4に最終登録症例（LPI） → 2028年Q4に新薬承認申請予定

造血幹細胞移植後AdV グローバル第Ⅲ相試験
2028年Q4に承認申請  2029年Q4に新薬承認（予定）

２
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年
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新
薬
承
認
申
請
を
予
定

１症例目の登録
2026年Q1

69症例＠80施設
2026年Q4 180症例の登録完了

2027年Q4
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多発性硬化症 : 米国NIHとの共同研究成果、Journal of Clinical Investigation誌に公表
BCVによるEBV再活性化の抑制 BCVを用いた新たな治療アプローチの開発可能性
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BCVの細胞傷害活性

EBV陰性Ramos細胞

EBV陽性SLCL細胞

培養液中のEBV DNA量

EBV陽性SLCL細胞

BCVによるEBV再活性化の抑制

EBV陽性SLCL細胞

• EBVの再活性化をBCVは有意に抑制し、溶解・潜伏期のウイルス転写産物が低下
• マーモセット（サル）を用いたEBV類縁ウイルスモデルでBCVの有用性が示された
• MS患者において、BCVがEBVの再活性を抑制する可能性

BCVによるMS患者治療の可能性を示唆
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米タフツ大学 アルツハイマー型認知症 を対象に、
グローバル独占的ライセンス契約を締結 (2025年12月）

未感染

HSV1ウイルス
神経細胞に潜伏

帯状疱疹ウイルス
による再活性化

軽度認知症障害
アルツハイマー病

• アミロイドβ凝集
• リン酸化タウタンパク
• 活性化グリオーシス
• 神経変性
• 炎症

IV BCVによる
アミロイドβ凝集、リン酸化タウタンパク等の抑制 帯状疱疹ワクチン接種群は、

認知症発症が約20%少ない
出典：日本経済新聞2025年4月3日（共同通信配信）

Nature Medicine

HSV1感染

BCV

帯状疱疹
ワクチン



試験結果

• 患者の多く [コホートA （8/9）および コホート B （6/9）] が４週間のBCV投与
• IV BCVの有効性結果は、CMV血症を改善
• 有害事象で投与中止となった症例:
⁻ コホートA：1例、グレード1の下痢（1例）
⁻ コホートB：4例、肝酵素上昇（2例）、グレード1の下痢（1例）、アレルギー反応（1例)

造血幹細胞移植後のCMV感染症 第Ⅱ相試験の結果
前治療歴のある患者において、CMVウイルス血症を改善

• 対象：免疫不全患者19名（CMV血症: DNAemia ≥500 IU/ mL）
• ２コホートでIV BCVの用量を変えて実施：
⁃ コホートA：9例（0.4mg/kg、週2回） コホートB：10例（0.5mg/kg、週2回）

• 前治療：各コホートでは、少なくとも1剤の抗CMV治療薬で無効であった
• ベースラインにおける血漿中CMV量の平均値：
⁻ コホートA：3.99 log10 IU/mL、 コホートB：3.39 log10 IU/mL

結論
 IV BCVはCMV血症に有効であり、前治療歴のある免疫不全患者においても忍容

性は許容範囲内であった
 IV BCVは、治療選択肢が限られる患者にとって、治療の選択肢となる
 試験結果は造血幹細胞移植後のCMV感染症の今後の開発を支持するものである

CMV量の減少

前治療の内訳 Foscarnet ：4例 Letermovir ：4例
Maribavir ：2例 GCV/valGCV ：12例

CMV量の減少

血漿中CMV量のベースラインからの変化
第4週および第8週におけるCMV量の減少
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2029~ （目標）

□ 固形がん領域において、ふたつの適応症に
 おいてグローバルの第Ⅱ相試験を実施

2026～2028（目標）
固形がんにおいて臨床試験を開始

□ 脳腫瘍の臨床試験開始に向けてDFCIとの
プロトコルを検討

□ EBV(+)胃がんの臨床試験開始に向けて
プロトコルを検討

□ 2つの固形がんの適応症においてFIH試験
を開始 ヒトPOCを達成する

□ 他の固形がんのがん種の検討

2022~2025（実績）
抗がん活性確認とがん種の絞り込み

□ IV BCVの抗がん活性の確認

□ バイオマーカーの同定
（悪性リンパ腫、脳腫瘍）

□ 悪性リンパ腫の第Ⅰ相試験において、
 抗がん活性を確認(2/4）

□ 脳腫瘍、胃がん及び頭頸部がんにおいて
 動物モデルで抗がん活性を確認

□ 米国血液学会（ASH)、欧州臨床癌学会
（ESMO）、米国がん学会（AACR）に
おいてデータを発表

□ バーバード大学付属がん研究所である
 DFCI(Dana-farber Cancer Institute)と脳腫瘍につ
いて臨床試験開始につきプロトコルを検討中

IV BCV がん領域における事業展開
がん領域におけるデータは着実に構築されつつあり、

今後、ターゲット疾患を絞り込む
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IVD事業（体外診断用医薬品）

超高感度（ピコレベル）イムノクロマト技術
を用いた

診断システム



21SymBio Pharmaceuticals Limited

産業分野・
非医療分野

医療分野

現場で簡便に、高感度・定量化でき、ウイルスを迅速に検出
現在のウイルス検査の諸問題を解決

食品安全・農作物／動物衛生 廃水・環境

検査センタークリニック ベッドサイド

バイオ医薬品製造 労働衛生



③ リーダー (検出器)

ハンディ タイプ

卓上タイプ

② イムノクロマト キット

①ナノコンポジット

抗体

白金ナノ粒子
サンプル抗原

✙

超高感度イムノクロマトシステム
３つの構成要素から構成 ①ナノコンポジット ✙ ②イムノクロマト キット ＋ ③リーダー

• ポリマー微粒子(直径約450nm)
表面に金属を融合させ、金属表面
に抗体を接合させる特許技術で世
界唯一のイムノナノコンポジット粒子
を使用

• ナノコンポジット粒子表面には多数
の抗体が接合し、超低濃度の抗原
に対しても、高感度で定量性ある検
出が可能

ラテックス粒子



ピコレベルの高感度検出レベルを達成ならしめた
当社の独自の革新的技術

独自の革新的技術: 
透過光の減衰を定量測定に利用する技術:
日本で特許登録 （特許第 7756407号）、海外特許出願中

シンバイオのイムノアッセイシステム

ナノコンポジット粒子に抗原が吸着した状態を
透過光を用いて測定する特許技術を完成し、
高感度で定量性ある検出が可能

測 定検体液展開

サンプルパッド テストライン コントロールライン 吸収パッド

：

テストライン



検量線：低濃度(ピコグラム/mL レベル) においても直線性を示す

透過レーザー光の減衰率とCRP抗原希釈度との相関

Antigen dilution rate 

■ SymBio new approach   □ Au colloid 

pg/mL range

抗原：CRP抗原 (初期濃度：3.12 mg/mL)
ナノコンポジット粒子：CRP抗体担持
透過レーザー光（波長） : 450nm

CRP抗原希釈度

312 ng/mL

312 pg/mL



シンバイオのイムノクロマトシステム
vs. 従来のイムノアッセイシステム

SymBio 法

ウイルス抗原/抗体

高（ピコレベル）

定量法

高

簡易

10～20分

安価

測定対象

感度レベル

測定法

特異度

操作性

検査時間

検査費用

qPCR検査法

ウイルス遺伝子

高

定量法

高

   専門操作

院内：4～5時間
外注：2～3日

高価

抗原/抗体検査法

ウイルス抗原/抗体

低（ナノレベル）

定性法

高

簡易

20～30分

安価
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画像解析・統合診断～AIデータ統合へ

- 軽度認知症、アルツハイマー型認知症 -

患者ジャーニー（症状の進展）

出典: 日本老年精神医学会、日本認知症学会ガイドライン

シンバイオの超高感度POCTによる超早期診断 ＋ 精密画像診断・データ統合・AI

個々の患者ジャーニー に寄り添う プレシジョン・メディシン

予兆、前臨床期
(早期発見)

軽度認知症
（日常生活に支障が

出始める）
アルツハイマー型認知症

(日常生活が困難)
重度‧ 終末期

（介護度が重くなる）

個
々
の
患
者
に
最
適
治
療
を
提
供

デ
ー
タ
統
合
化

臨
床
ア
ウ
ト
カ
ム
の
改
善

• 血液, ウイルス感染、遺伝子検査
• 髄液バイオマーカー: p-Tau, Aβ42/40
• 画像診断：頭部MRI, CT,  

PET (アミロイド/タウ)

検
査
診
断

治
療

• POCT
• IVD
• 臨床検査分析装置

• 運動療法
• 認知リハビリ療法

• 認知機能改善薬
• 疾患修飾薬（抗Aβ抗体）
• ブリンシドホビル（開発中）

• 認知機能改善薬
• ブリンシドホビル（開発中）
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2025年度 業績ハイライト 
• 売上高は13.0億円：後発品浸透と薬価改定の影響により、前年同期比46.7%減
• 売上総利益は9.4億円：前年同期比49.4%減
• 販売費及び一般管理費は53.8億円：継続的なコスト削減により3.6億円減（前年同期比6.3%減）、研究開発費は32.9億円
• 営業損益は△44.4億円の損失（前年同期比5.6億円減）
• 当期純損益は△47.7億円の損失（前年同期比9.4億円減）

2025年度 損益計算書

(金額は単位未満を切り捨てて表示)

（単位：百万円） 2025年度
実績

2024年度
実績 増減 増減率

（％）

売上高 1,307 2,452 △ 1,145 -46.7%
製品売上 1,307 2,452 △ 1,145 -46.7%

売上原価 360 579 △ 219 -37.8%
売上総利益 947 1,873 △ 925 -49.4%
販売費及び一般管理費 5,388 5,750 △ 362 -6.3%

研究開発費 3,297 3,379 △ 82 -2.4%

営業利益 △ 4,440 △ 3,876 △ 563 -
当期純利益 △ 4,776 △ 3,833 △ 942 -


PL

				P/L		2025年度
実績		2024年度
実績		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2025年度
実績 ネンド ジッセキ		2024年度
実績 ネンド ジッセキ		増減 ゾウゲン		増減率
（％） ゾウゲン リツ

				売上高 ウリアゲ ダカ		1,307,648,773		2,452,912,690		△ 1,145,263,917		売上高 ウリアゲ ダカ		1,307		2,452		△ 1,145		-46.7%				8443.362319		8,443,362,319

				製品売上 セイヒン ウリアゲ		1,307,648,773		2,452,912,690		△ 1,145,263,917		製品売上 セイヒン ウリアゲ		1,307		2,452		△ 1,145		-46.7%				8443.362319		8,443,362,319

				売上原価 ウリアゲ ゲンカ		360,308,814		579,723,354		△ 219,414,540		売上原価 ウリアゲ ゲンカ		360		579		△ 219		-37.8%				2194.313107		2,194,313,107

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		947,339,959		1,873,189,336		△ 925,849,377		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		947		1,873		△ 925		-49.4%				6249.049212		6,249,049,212

				販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		5,388,027,827		5,750,161,236		△ 362,133,409		販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		5,388		5,750		△ 362		-6.3%				4837.855158		4,837,855,158

				研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		3,297,362,542		3,379,471,840		△ 82,109,298		研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		3,297		3,379		△ 82		-2.4%				1753.593269		1,753,593,269

				営業利益 エイギョウ リエキ		(4,440,687,868)		(3,876,971,900)		△ 563,715,968		営業利益 エイギョウ リエキ		△ 4,440		△ 3,876		△ 563		-				1411.194054		1,411,194,054

				当期純利益 トウキ ジュンリエキ		(4,776,194,087)		(3,833,480,760)		△ 942,713,327		当期純利益 トウキ ジュン リエキ		△ 4,776		△ 3,833		△ 942		-				1396.049064		1,396,049,064

						72.4%		76.4%

												(Unit: mJPY)		2023
Actual		2022
Actual		Difference		％ diff.

												Sales		1,307		2,452		△ 1,145		-46.7%

												Product Sales		1,307		2,452		△ 1,145		-46.7%

						2,090,665,285		2,370,689,396		△ 280,024,111		Other Revenue		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!

										-11.8%		COGS		360		579		△ 219		-37.8%

												Gross Profit		947		1,873		△ 925		-49.4%

												Operating Expenses		5,388		5,750		△ 362		-6.3%

												R&D Costs		3,297		3,379		△ 82		-2.4%

												Operating Profit		△ 4,440		△ 3,876		△ 563		-

												Net Profit		△ 4,776		△ 3,833		△ 942		-

												Note) Decimal figures are rounded down.
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AdVのグローバル第Ⅲ相臨床試験を開始
欧州主要5か国（ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、英国）及び、米国においてCTA・INDの承認取得

IVD（診断システム）事業において、ピコレベルの超高感度検出レベルを達成、迅速審査により特許取得、海外出願済

3

4

5

PMLを対象とした第Ⅱ相試験の試験プロトコルについて、米国FDAから承認を取得

• 米国タフツ大学とアルツハイマー型認知症に関するグローバルライセンス契約締結
• 米国ペンシルベニア州立大学とはポリオーマウイルスに関するグローバルライセンス契約を締結

• CMV 第Ⅱ相臨床試験で最適用量を確定し、今後の展開について検討中
• NK/T細胞リンパ腫 第Ⅰb相試験で治療した患者4症例中1症例においてPR（部分奏効）が得られた

2

1

6

グローバル組織を再編し、“One Team”の体制を構築、意思決定を一元化7

AdVのグローバル第Ⅲ相臨床試験のアクションプランを完了し、着実に、確実に実行

2025年 業績報告
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2025年度 業績ハイライト 
• 流動資産は38.2億円（前期末比11億円減）、現金及び預金は28.8億円（前期末比10億円減）
• 資産合計は38.6億円（前期末比11億円減）
• 固定負債の増額は、転換社債を18.0億円発行したことによる（期末残高 転換社債13.0億円）
• 自己資本比率は、23.9%

2025年度 貸借対照表

(金額は単位未満を切り捨てて表示)

（単位：百万円） 2025年12月末 2024年12月末 増減

流動資産 3,824 4,924 △ 1,100
現金及び預金 2,883 3,963 △ 1,080

固定資産 43 44 0
資産合計 3,867 4,968 △ 1,101

流動負債 1,290 766 524
固定負債 1,304 4 1,300
純資産（株主資本等） 1,272 4,197 △ 2,925

負債純資産合計 3,867 4,968 △ 1,101

*2025年度為替レート：期中平均 ¥149.61/$、 12月末 ¥156.56/$


BS

				B/S		2025年12月末		2024年12月末		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2025年12月末 ネン ガツ マツ		2024年12月末 ネン ガツ マツ		増減 ゾウゲン

				流動資産 リュウドウ シサン		3,824,049,580		4,924,231,107		△ 1,100,181,527		流動資産 リュウドウ シサン		3,824		4,924		△ 1,100

				現金及び預金、有価証券 ゲンキン オヨ ヨキン ユウカ ショウケン		2,883,503,214		3,963,580,923		△ 1,080,077,709		現金及び預金 ゲンキン オヨ ヨキン		2,883		3,963		△ 1,080

				固定資産 コテイ シサン		43,267,338		44,102,174		△ 834,836		固定資産 コテイ シサン		43		44		0

				資産合計 シサン ゴウケイ		3,867,316,918		4,968,333,281		△ 1,101,016,363		資産合計 シサン ゴウケイ		3,867		4,968		△ 1,101

				流動負債 リュウドウ フサイ		1,290,365,828		766,169,980		524,195,848		流動負債 リュウドウ フサイ		1,290		766		524

				固定負債 コテイ フサイ		1,304,911,000		4,603,000		1,300,308,000		固定負債 コテイ フサイ		1,304		4		1,300

				純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		1,272,040,090		4,197,560,301		△ 2,925,520,211		純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		1,272		4,197		△ 2,925

				負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		3,867,316,918		4,968,333,281		△ 1,101,016,363		負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		3,867		4,968		△ 1,101

						0		0

												(Unit: mJPY)		End Dec 2023		End Dec 2022		Diff.

						32.89%		84.49%		-51.59%		Current Assets		3,824		4,924		△ 1,100

						△ 2,897,098,910						Cash and Deposits		2,883		3,963		△ 1,080

						4,169,139,000						Non-current Assets		43		44		0

												Total Assets		3,867		4,968		△ 1,101

												Current Liabilities		1,290		766		524

												Non-current Liabilities		1,304		4		1,300

												Net Assets		1,272		4,197		△ 2,925

												Total Liabilities & Net Assets		3,867		4,968		△ 1,101

												Note) Decimal figures are rounded down.
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2026年度 通期業績予想ハイライト
• トレアキシン売上はジェネリック浸透により８億９千万円に減少を見込む。IVD（診断システム）事業等によるパートナリング収入３０億円を見込む
• BCV研究開発事業はAdVグローバル第Ⅲ相試験実施に資源を集中し、欧州主要5か国及び米国を中心に12月末までに69例の登録を計画
• 資金調達計画

EVO Fundによる継続的な資金調達を実施するも、IVD事業等の他事業提携先からの出資を受けることにより資金の安定化を図る

(金額は単位未満を切り捨てて表示)

2026年度 通期業績予想

*2026年度想定為替レート： ¥150.00/$

（単位：百万円） 2026年度
業績予想 2025年度 実績 前年比増減 増減率（％）

売上高 3,891 1,307 2,583 197.6%
製品売上 891 1,307 △ 416 -31.9%

パートナリング収入 3,000 3,000

売上原価 252 360 △ 108 -30.1%
売上総利益 3,639 947 2,691 284.1%
販売費及び一般管理費 7,870 5,388 2,481 46.1%

研究開発費 6,077 3,297 2,779 84.3%

営業利益 △ 4,231 △ 4,440 209 -
当期純利益 △ 4,331 △ 4,776 445 -


BS Act vs PY

				B/S		End of Dec 2021		End of Dec 2020		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2021年12月末 ネン ガツ マツ		2020年12月末 ネン ガツ マツ		増減 ゾウゲン

				流動資産 リュウドウ シサン		6,747,838,556		5,815,292,138		932,546,418		流動資産 リュウドウ シサン		6,747		5,815		932

				現金及び預金、有価証券 ゲンキン オヨ ヨキン ユウカ ショウケン		3,860,106,914		3,848,626,124		11,480,790		現金及び預金 ゲンキン オヨ ヨキン		3,860		3,848		11

				固定資産 コテイ シサン		1,705,159,293		459,415,407		1,245,743,886		固定資産 コテイ シサン		1,705		459		1,245

				資産合計 シサン ゴウケイ		8,452,997,849		6,274,707,545		2,178,290,304		資産合計 シサン ゴウケイ		8,452		6,274		2,178

				流動負債 リュウドウ フサイ		1,518,111,009		1,615,339,293		△ 97,228,284		流動負債 リュウドウ フサイ		1,518		1,615		△ 97

				固定負債 コテイ フサイ		189,213,895		2,050,000		187,163,895		固定負債 コテイ フサイ		189		2		187

				純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		6,745,672,945		4,657,318,252		2,088,354,693		純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		6,745		4,657		2,088

				負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		8,452,997,849		6,274,707,545		2,178,290,304		負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		8,452		6,274		2,178

						0		0				(Unit: mJPY)		End Dec 2021		End Dec 2020		Diff.

						0		0				Current Assets		6,747		5,815		932

						0		0				Cash and Deposits		3,860		3,848		11

												Non-current Assets		1,705		459		1,245

												Total Assets		8,452		6,274		2,178

												Current Liabilities		1,518		1,615		△ 97

												Non-current Liabilities		189		2		187

												Net Assets		6,745		4,657		2,088

												Total Liabilities & Net Assets		8,452		6,274		2,178







BS Act vs PY (2)

				B/S		End of Dec 2021		End of Dec 2020		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2021年12月末 ネン ガツ マツ		2020年12月末 ネン ガツ マツ		増減 ゾウゲン

				流動資産 リュウドウ シサン		6,747,838,556		5,815,292,138		932,546,418		流動資産 リュウドウ シサン		6,747		5,815		932

				現金及び預金、有価証券 ゲンキン オヨ ヨキン ユウカ ショウケン		3,860,106,914		3,848,626,124		11,480,790		現金及び預金 ゲンキン オヨ ヨキン		3,860		3,848		11

				固定資産 コテイ シサン		1,705,159,293		459,415,407		1,245,743,886		固定資産 コテイ シサン		1,705		459		1,245

				資産合計 シサン ゴウケイ		8,452,997,849		6,274,707,545		2,178,290,304		資産合計 シサン ゴウケイ		8,452		6,274		2,178

				流動負債 リュウドウ フサイ		1,518,111,009		1,615,339,293		△ 97,228,284		流動負債 リュウドウ フサイ		1,518		1,615		△ 97

				固定負債 コテイ フサイ		189,213,895		2,050,000		187,163,895		固定負債 コテイ フサイ		189		2		187

				純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		6,745,672,945		4,657,318,252		2,088,354,693		純資産（株主資本等） ジュンシサン カブヌシ シホン トウ		6,745		4,657		2,088

				負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		8,452,997,849		6,274,707,545		2,178,290,304		負債純資産合計 フサイ ジュンシサン ゴウケイ		8,452		6,274		2,178

												(Unit: mJPY)		End Dec 2021		End Dec 2020		Diff.

												Current Assets		6,747		5,815		932

												Cash and Deposits		3,860		3,848		11

												Non-current Assets		1,705		459		1,245

												Total Assets		8,452		6,274		2,178

												Current Liabilities		1,518		1,615		△ 97

												Non-current Liabilities		189		2		187

												Net Assets		6,745		4,657		2,088

												Total Liabilities & Net Assets		8,452		6,274		2,178







PL Act vs PY

						2/7値 チ

				P/L		Dec 2021 YTD		Dec 2020 YTD		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2021年度
実績 ネンド ジッセキ		2020年度
実績 ネンド ヘイネンド ジッセキ		前年比増減 ゼンネン ヒ ゾウゲン		増減率
（％） ゾウゲン リツ

				売上高 ウリアゲ ダカ		8,256,924,424		2,987,051,280		5,269,873,144		売上高 ウリアゲ ダカ		8,256		2,987		5,269		176.4%				8443.362319		8,443,362,319

				製品売上 セイヒン ウリアゲ		8,256,924,424		2,977,051,280		5,279,873,144		製品売上 セイヒン ウリアゲ		8,256		2,977		5,279		177.4%				8443.362319		8,443,362,319

				その他売上 タ ウリアゲ		0		10,000,000		△ 10,000,000		その他売上 タ ウリアゲ		0		10		△ 10		-100.0%						0

				売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,456,814,071		2,120,198,133		336,615,938		売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,456		2,120		336		15.9%				2194.313107		2,194,313,107

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		5,800,110,353		866,853,147		4,933,257,206		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		5,800		866		4,933		569.1%				6249.049212		6,249,049,212

				販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		4,784,109,279		5,373,073,813		△ 588,964,534		販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		4,784		5,373		△ 588		-11.0%				4837.855158		4,837,855,158

				研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		1,736,126,474		2,266,556,169		△ 530,429,695		研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		1,736		2,266		△ 530		-23.4%				1753.593269		1,753,593,269

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,016,001,074		△ 4,506,220,666		5,522,221,740		営業利益 エイギョウ リエキ		1,016		△ 4,506		5,522		-				1411.194054		1,411,194,054

				当期純利益 トウキ ジュンリエキ		2,032,203,192		△ 4,090,216,491		6,122,419,683		当期純利益 トウキ ジュンリエキ		2,032		△ 4,090		6,122		-				1396.049064		1,396,049,064

						70.2%		29.1%

						5,800,110,353.00						(Unit: mJPY)		2021
Actual		2020
Actual		Difference		％ diff.

						1,016,001,074						Sales		8,256		2,987		5,269		176.4%

												Product Sales		8,256		2,977		5,279		177.4%

						3,047,982,805		3,106,517,644		△ 58,534,839		Other Revenue		0		10		△ 10		-100.0%

										-1.9%		COGS		2,456		2,120		336		15.9%

												Gross Profit		5,800		866		4,933		569.1%

												Operating Expenses		4,784		5,373		△ 588		-11.0%

												R&D Costs		1,736		2,266		△ 530		-23.4%

												Operating Profit		1,016		△ 4,506		5,522		-

												Net Profit		2,032		△ 4,090		6,122		-





PL Act vs PY (2)

				P/L		Dec 2021 YTD		Dec 2020 YTD		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2021年度
実績 ネンド ジッセキ		2020年度
実績 ネンド ヘイネンド ジッセキ		前年比増減 ゼンネン ヒ ゾウゲン		増減率
（％） ゾウゲン リツ

				売上高 ウリアゲ ダカ		8,256,924,424		2,987,051,280		5,269,873,144		売上高 ウリアゲ ダカ		8,256		2,987		5,269		176.4%				8443.362319		8,443,362,319

				製品売上 セイヒン ウリアゲ		8,256,924,424		2,977,051,280		5,279,873,144		製品売上 セイヒン ウリアゲ		8,256		2,977		5,279		177.4%				8443.362319		8,443,362,319

				その他売上 タ ウリアゲ		0		10,000,000		△ 10,000,000		その他売上 タ ウリアゲ		0		10		△ 10		-100.0%						0

				売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,456,814,071		2,120,198,133		336,615,938		売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,456		2,120		336		15.9%				2194.313107		2,194,313,107

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		5,800,110,353		866,853,147		4,933,257,206		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		5,800		866		4,933		569.1%				6249.049212		6,249,049,212

				販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		4,784,109,279		5,373,073,813		△ 588,964,534		販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		4,784		5,373		△ 588		-11.0%				4837.855158		4,837,855,158

				研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		1,736,126,474		2,266,556,169		△ 530,429,695		研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		1,736		2,266		△ 530		-23.4%				1753.593269		1,753,593,269

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,016,001,074		△ 4,506,220,666		5,522,221,740		営業利益 エイギョウ リエキ		1,016		△ 4,506		5,522		-				1411.194054		1,411,194,054

				当期純利益 トウキ ジュンリエキ		2,032,203,192		△ 4,090,216,491		6,122,419,683		当期純利益 トウキ ジュンリエキ		2,032		△ 4,090		6,122		-				1396.049064		1,396,049,064

						70.2%		29.1%

						5,800,110,353.00						(Unit: mJPY)		2021
Actual		2020
Actual		Difference		％ diff.

						1,016,001,074						Sales		8,256		2,987		5,269		176.4%

												Product Sales		8,256		2,977		5,279		177.4%

						3,047,982,805		3,106,517,644		△ 58,534,839		Other Revenue		0		10		△ 10		-100.0%

										-1.9%		COGS		2,456		2,120		336		15.9%

												Gross Profit		5,800		866		4,933		569.1%

												Operating Expenses		4,784		5,373		△ 588		-11.0%

												R&D Costs		1,736		2,266		△ 530		-23.4%

												Operating Profit		1,016		△ 4,506		5,522		-

												Net Profit		2,032		△ 4,090		6,122		-





PL Act vs Plan

						2/7値		期初公表計画

				P/L		Dec 2021 YTD		Dec 2021 YTD		Difference		（単位：百万円）		2021年度
実績		2021年度
計画		計画比増減		増減率
（％）

				売上高		8,256,924,424		9,151,000,000		△ 894,075,576		売上高		8,256		9,151		△ 894		-9.8%				8443.362319		8,443,362,319

				製品売上		8,256,924,424		9,151,000,000		△ 894,075,576		製品売上		8,256		9,151		△ 894		-9.8%				8443.362319		8,443,362,319

				その他売上		0		0		0		その他売上		0		0		0		-						0

				売上原価		2,456,814,071		2,194,000,000		262,814,071		売上原価		2,456		2,194		262		12.0%				2194.313107		2,194,313,107

				売上総利益		5,800,110,353		6,957,000,000		△ 1,156,889,647		売上総利益		5,800		6,957		△ 1,156		-16.6%				6249.049212		6,249,049,212

				販売費及び一般管理費		4,784,109,279		5,596,000,000		△ 811,890,721		販売費及び一般管理費		4,784		5,596		△ 811		-14.5%				4837.855158		4,837,855,158

				研究開発費		1,736,126,474		2,019,000,000		△ 282,873,526		研究開発費		1,736		2,019		△ 282		-14.0%				1753.593269		1,753,593,269

				営業利益		1,016,001,074		1,361,000,000		△ 344,998,926		営業利益		1,016		1,361		△ 344		-25.3%				1411.194054		1,411,194,054

				当期純利益		2,032,203,192		1,149,000,000		883,203,192		当期純利益		2,032		1,149		883		76.9%				1396.049064		1,396,049,064

						70.2%		76.0%

						5,800,110,353.00						(Unit: mJPY)		2021
Actual		2020
Actual		Difference		％ diff.

						1,016,001,074						Sales		8,256		9,151		△ 894		-9.8%

												Product Sales		8,256		9,151		△ 894		-9.8%

						3,047,982,805		3,577,000,000		△ 529,017,195		Other Revenue		0		0		0		-

										-14.8%		COGS		2,456		2,194		262		12.0%

												Gross Profit		5,800		6,957		△ 1,156		-16.6%

												Operating Expenses		4,784		5,596		△ 811		-14.5%

												R&D Costs		1,736		2,019		△ 282		-14.0%

												Operating Profit		1,016		1,361		△ 344		-25.3%

												Net Profit		2,032		1,149		883		76.9%





PL Fcst vs Act

				P/L		Dec 2022 YTD		Dec 2021 YTD		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2022年度
業績見通し ネンド ギョウセキ ミトオ		2021年度
実績 ジッセキ		前年比増減 ゼンネン ヒ ゾウゲン		増減率
（％） ゾウゲン リツ

				売上高 ウリアゲ ダカ		10,992,000,000		8,256,924,424		2,735,075,576		売上高 ウリアゲ ダカ		10,992		8,256		2,735		33.1%

				製品売上 セイヒン ウリアゲ		10,992,000,000		8,256,924,424		2,735,075,576		製品売上 セイヒン ウリアゲ		10,992		8,256		2,735		33.1%

				その他売上 タ ウリアゲ		0		0		0		その他売上 タ ウリアゲ		0		0		0		-

				売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,196,000,000		2,456,814,071		△ 260,814,071		売上原価 ウリアゲ ゲンカ		2,196		2,456		△ 260		-10.6%

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		8,796,000,000		5,800,110,353		2,995,889,647		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		8,796		5,800		2,995		51.7%

				販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		7,026,000,000		4,784,109,279		2,241,890,721		販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		7,026		4,784		2,241		46.9%

				研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		3,056,000,000		1,736,126,474		1,319,873,526		研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		3,056		1,736		1,319		76.0%

				営業利益 エイギョウ リエキ		1,770,000,000		1,016,001,074		753,998,926		営業利益 エイギョウ リエキ		1,770		1,016		753		74.2%

				当期純利益 トウキ ジュンリエキ		1,480,000,000		2,032,203,192		△ 552,203,192		当期純利益 トウキ ジュンリエキ		1,480		2,032		△ 552		-27.2%

												(Unit: mJPY)		2022
Forecast		2021
Actual		Difference		％ diff.

												Sales		10,992		8,256		2,735		33.1%

												Product Sales		10,992		8,256		2,735		33.1%

												Other Revenue		0		0		0		-

												COGS		2,196		2,456		△ 260		-10.6%

												Gross Profit		8,796		5,800		2,995		51.7%

												Operating Expenses		7,026		4,784		2,241		46.9%

												R&D Costs		3,056		1,736		1,319		76.0%

												Operating Profit		1,770		1,016		753		74.2%

												Net Profit		1,480		2,032		△ 552		-27.2%





PL Fcst vs Act (2)

				P/L		Dec 2026 YTD		Dec 2025 YTD		Difference		（単位：百万円） タンイ ヒャクマンエン		2026年度
業績予想 ネンド ギョウセキ ヨソウ		2025年度 実績 ジッセキ		前年比増減 ゼンネン ヒ ゾウゲン		増減率（％） ゾウゲン リツ

				売上高 ウリアゲ ダカ		3,891,000,000		1,307,648,773		2,583,351,227		売上高 ウリアゲ ダカ		3,891		1,307		2,583		197.6%

				製品売上 セイヒン ウリアゲ		891,000,000		1,307,648,773		△ 416,648,773		製品売上 セイヒン ウリアゲ		891		1,307		△ 416		-31.9%

												パートナリング収入 シュウニュウ		3,000				3,000

				売上原価 ウリアゲ ゲンカ		252,000,000		360,308,814		△ 108,308,814		売上原価 ウリアゲ ゲンカ		252		360		△ 108		-30.1%

				売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		3,639,000,000		947,339,959		2,691,660,041		売上総利益 ウリアゲ ソウリエキ		3,639		947		2,691		284.1%

				販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		7,870,000,000		5,388,027,827		2,481,972,173		販売費及び一般管理費 ハンバイヒ オヨ イッパン カンリヒ		7,870		5,388		2,481		46.1%

				研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		6,077,000,000		3,297,362,542		2,779,637,458		研究開発費 ケンキュウ カイハツヒ		6,077		3,297		2,779		84.3%

				営業利益 エイギョウ リエキ		△ 4,231,000,000		△ 4,440,687,868		209,687,868		営業利益 エイギョウ リエキ		△ 4,231		△ 4,440		209		-

				当期純利益 トウキ ジュンリエキ		△ 4,331,000,000		-4,776,194,087		445,194,087		当期純利益 トウキ ジュンリエキ		△ 4,331		△ 4,776		445		-

						6.5%		27.6%

												(Unit: mJPY)		2022
Forecast		2021
Actual		Difference		％ diff.

												Sales		3,891		1,307		2,583		197.6%

												Product Sales		891		1,307		△ 416		-31.9%

												Other Revenue		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!		ERROR:#REF!

												COGS		252		360		△ 108		-30.1%

												Gross Profit		3,639		947		2,691		284.1%

												Operating Expenses		7,870		5,388		2,481		46.1%

												R&D Costs		6,077		3,297		2,779		84.3%

												Operating Profit		△ 4,231		△ 4,440		209		-

												Net Profit		△ 4,331		△ 4,776		445		-
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2026年1月末時点のEVOの行使状況
・第65回新株予約権 75.7％
（1,514万株/2,000万株）

資金調達額   16.6億円
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資金調達額 行使数

資金調達の状況

 株価は当初想定（168円）を下回る水準で推移した
一方で、EVOファンドによる積極的な新株予約権の行
使により、資金調達額は概ね計画どおり進捗した

 AdV及びPMLを始めとする臨床開発の進展を通じて
事業価値の向上、更には、広報活動の生産性の改善
に努める

 IV BCVおよびIVD事業の進展を背景とした戦略的
提携によるパートナリング収入の確保および出資を含
む新たな資金調達の検討

 EVOファンドを補完するエクイティファイナンスによる資
金調達を検討

行使数(千株) 調達額(百万円)



CSO
トランスレーショナル

リサーチ

クリニカル
オペレーション

CMO
感染症領域

CMO
がん領域

代表取締役
社長執行役員兼CEO

吉田文紀
GC兼法務全般
常務執行役員

Paul Marston 

CFO兼IR担当

日本開発本部
執行役員本部長

グローバルR&D
本社副社長兼執行役員

Edwin Rock

One Team により 意思決定
着実に、確実に、迅速にグローバル事業展開を促進

グローバル事業展開の本格化にともない、日米欧の組織の一元化を進め、

総務部長・広報

人事部
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3治療領域において事業価値の成長 を図り
事業戦略の実現 を目指します

３治療領域
において、

ヒトPOCの達成

2025
2026

2027

2028

2029

2030
2031

常に、 “Follow the science, Follow the data, Follow the patients”

2035

２治療領域
において、

新薬承認申請

50・50 in 2030
新薬承認 商業化

３本柱の
パイプライン戦略

の実現

 移植後のアデノウイルス感染症
第Ⅲ相試験を開始 承認取得を目指す

 脳神経変性疾患 進行性多巣性白質脳症
第Ⅱ相試験をNIH主導で開始

 固形がん領域 臨床試験 開始予定
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Next steps...

“Reborn”

”Follow the Science,
Follow the Data,
Follow the Patient”
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わかちあう、創薬の喜び

患者

医師

行政

科学者 インベスター

ご清聴ありがとうございました

“共創・共生”の志
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ディスクレーマー

本プレゼンテーションにおいて提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

記載されている現在の計画、予想、戦略、想定に関する記述とその他の過去の事実ではない記述は、シンバイオ製薬の業績等に関する将来の見通し
です。これらの記述は当社の現在入手可能な情報に依拠する見積りや想定によるものであり、既知及び未知のリスクと不確実な要素を含んでおり、様
々な要因によって、これら将来の見通しは実際の結果と大きく異なる可能性があります。

その要因としては、医薬品および医療機器市場における事業環境の変化及び関係法規制の改正、規制当局からの承認取得、新製品開発に付随す
る課題等が含まれますが、これらに限定されるものではありません。

また、本プレゼンテーションに含まれている医薬品および医療機器（開発中のものを含む）に関する情報は、宣伝 広告、医学的アドバイスを目的として
いるものではありません。開発中の化合物に関する情報は、 その化合物の確立された安全性や有効性を示唆するものではなく、開発中の化合物が承
認を受けることを保証するものでもありません。また、当社は、本資料に掲載された予測及び将来の⾒通しに関する記述等についてアップデートする義務
を負うものではありません。
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